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○かわかみ荘について 

特別養護老人ホームかわかみ荘ですが、被害状況と、現在ボーリング調査

を行っているということですけれども、いつ再開できるのか、具体的にスケ

ジュールを説明してください。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

＜答弁＞ 被害状況については、裏山の崩壊により建物内の居室７室、特

殊浴室、洗濯室に土砂が流れ込むとともに、貯水槽が倒壊し利用できない

事態となっている。現在、崩壊した土砂の撤去は完了したが、各事業につ

いては休止をしている。 

 このため被災当時入所されていた 44 人の方については、南予地区老人

福祉施設連絡協議会の御協力により県内 24 の老人福祉施設、病院に緊急

避難していただいた。また、ショートステイを利用されていた６人の方に

は帰宅をお願いするとともに、担当のケアマネジャーに状況を伝え、デイ

サービスの利用者 41 人も含めて他の施設での対応をお願いした。 

 今後の見通しは、現在地で再開するのが現実的だと考えている。そのた

め、現在地盤の安全性を調べるためのボーリング調査を行っており、９月

中には結果が判明する予定。その結果により、現在地で再開するかどうか、

内子町と協議の上、組合議会へ補完したいと考えている。 

 現在地で再開する場合、裏山の崖防災対策工事とかわかみ荘の施設の設

計、改修工事に１年近くはかかる見込みで、移転しての再開となると、早

くでも２年から３年は必要と考えている。 

かわかみ荘のデイサービスが再開されました 

土砂崩れの影響で中止されていた、かわかみ荘のデイサービスが１０

月１日から、河辺町植松の三世代交流館で再開されました。 

また、ボーリング調査の結果は、「現在は裏山は動いていない」とい

う中間報告でした。順調にいけば、一年程度で再開の予定ということで

す。 


